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寒く冷たい北風も、いつしか暖かい春の陽気に移り変わり、早く
も新年度がスタートしました。送迎中にも、あちらこちらで色とり
どりの花が咲き誇り、きぬの郷でも昨年に皆で植えたチューリップ
の芽が、可愛らしく頭をひょこんと見せてくれています。これから
の成長を楽しみに、皆で水やりをしています。
さて、コロナによる制限も緩和してきていますが、きぬの郷では

引き続きマスク着用と手指消毒を継続して感染対策に努め、皆様が
安心して通える様に今後も対応していきます。その中でも少しづつ
以前のように様々な活動を再開し、この間は「おやつ作り」を皆で
する事が出来ました。ご家族の方と一緒に出来る日が待ち遠しいで
すが、もうしばらくの辛抱と思いながら過ごしています。その他に
も、四季を感じられるイベントが出来たらいいなと計画しています。
利用者様のいつもと違った表情が沢山見られるのが私たちの元気の
源です。今年度も、きぬの郷は元気にスタートしていますので、ど
うぞよろしくお願い致します。

看護師 茂木 晶子

新年度にあたり

新年度にあたり一言ご挨拶させていただきます。
早いもので、ゾーン・サポート きぬの郷は2023年4月1日をもちま
して８回目の春を迎えました。これもひとえに、日頃から皆様方の事
業所に対してのご理解とご指導の賜物と厚く御礼申し上げます。
特にコロナ禍となってからの3年間はご心労をおかけすることも多く
様々のご協力を頂きましたこと、重ね重ね深く感謝申し上げます。
今年はいつにもまして早く各地から桜の便りが届き、事業所前給食セ
ンターの桜も見ごろを迎えました。そんな中、ふと足元を見るとフェ
ンス横の小さな草花も蕾を付け、葉を伸ばしています。ご存じの方も
多いかと思いますが、詩人の相田みつをの言葉に「名も無い草も実を
つける 命いっぱいに自分の花を咲かせて」というフレーズがありま
す。寒く厳しい冬を越えて花開く草花とようやくコロナを乗り越えん
とする今が重なり、思い浮かびました。コロナは大変なことばかりで
なく、私たちはその経験から知恵を授かり新たな活動や取り組みを見
つけました。利用者皆様がより楽しく笑顔あふれる時間を過ごせます
ように、きぬの郷は小さな事業所ですが小さければ小さいなりに素敵
な花を咲かせましょう。そして、咲かせた花にしっかりと実が付くよ
うに・・・、今一度しっかりと地に足を付け、職員一同努力して参り
たいと思います。
引き続き、ゾーン・サポートきぬの郷をどうぞよろしくお願い致しま
す。

2023年4月1日 管理者 原田妙子

日本財団よりセレナが寄贈されました（2023.3.29）

職員退職のお知らせ
ご挨拶できなかった方々に改めて御礼申し上げます。

<退職いたしました> 白石敏之

4月10日よりドライバーとして就任しました瀬間良子です。
一生懸命がんばりますのでよろしくお願いします。
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